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1. は じ め かこ

手術件数の増加 と複推化に伴い､術前の検査や処置 も多種多様 と丘ってきている｡術前の検

査不足や備準不足 (例えば血液が確保でき丘い )あるいは患者の全身状態を整えることができ

をかったた桝て手術が延期されると.いう例 も少丘く丘い｡

当科におVlては今まで術前については一応の約束ごとはあったものの様式化されたものは丘

く､看-3帰個々の能力と相互協力tR:よ9行 丘ってきたO昨年実習にきたある看護学生より､術

前に行丘われる処置について非常にわかbLJrLくいと指摘された.今回看護研究打あたり､術前

準侍を完全に行丘うために､チ ェック項目の統一をはか _17､また学生指導E{も役立つようにと

整形外科術前チ ェックT)ス トを作ってみようということに丘った0着諸研究 として適当であっ

たかどうかは疑問であるが､日常の看護業務を円滑に行丘うために当科において当面必要丘課

題であった｡

2.研 究 期 間

1月50日～5月6日

適応症例数 1案 :11例 2案 :15例 カンファレンス :4匝】

5. 術前チ ェックリス ト作成の実際

せず､今まで行丘ってきた事をもとにして簡単丘チェック リス トを作成 :1宗

チ ェック項日は次のよう丘ものである｡

諸検査が終了 している.

｢股検血､化学検査､尿検査､血沈､丑K8､肺Ⅹ-P､特殊検査

体重測定

身長測定

床上排港訓練

輸血用血液が確保されている.
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手術に対するオT)エソテーショy

手術後に必要丘身の回9品の用意

(水春､紙オムツ､膜盆､チ1)徳 )

手術時FE必要度衣類が用意されている.

入浴､部分浴.全身清拭

洗裳､アルコール洗髪

剃毛､爪切b

ギプスベ ット作製

ギプスベ ットの練習

欠食及び変食伝票の提出

メーPの依板書提出

麻酔依板書が提出されている

麻酔医及び受持医のオーダーによる薬の確認

絶 食

涜陽,排尿

術前の投薬

手術室へ持参するものの確認

(馬蹄､ブラウン台､ネル､冗-P､ヵルテ､温度板､輸血用血液 )

入 室

※ 2 案

1月50日より2月15日までの手術患者に1案を使用 した結果､2案 として次のように改

善 した.1案は項目の羅列であるために.誰がいっチェックするか明らかで丘いためチェック

しVCくく､またチェックもれがあったOそのためチェック時期毎に項目をまとめた方が良いと

云 うことで､二日前までにされるべき事項として､一ヽノ■ヽ′■叫 ･1ヽ～ヽヽノ~二一一一ヽノ■■ノ■ヽノ■ヽノ■-ノ~1
諸検査 (一般検血､化学検査(検尿､血沈､ EKCi､肺 Ⅹ-P､特殊検査.体重測定.身長測

定 )

床上排湛訓練

輸血用血液の確保

ギプスベ ットの作製 と練習

手術に対するオI)エソテーション

(術式.月日､時間.麻酔方法 )

手術に必要丘物品

(水呑､,ir'aオムツ､チ1)歳､T字帯､ネル､お虞､着物 )

前日の項vc
～

滴式(脇 金脈観 苦職 瓶 弟TfE.爪切り)

-17-



欠食伝票､変食伝票の提出

Ⅹ-Pの依預香の提出､麻酔依頼書の提出､麻酔医及び受持医のオーダーの受理

(前投薬､抗生剤)

麻酔に関 してのオT)エyテーション

当日の項Vこ
一ヽ′■l■′1_叫

絶 食

排便 (洗陽 )､排尿(留置カテーテル)

術前の投薬

手術室-持参するものの確認

(カルテ.文一P､温度坂､衣類､輸血円の血液.馬堀､ブラウン台 )

入 室

上記のように分類 した｡

o上段の患者名や術式を記入 してある部分に.血液型 と開始時間をつけ加えた.

o輸血用血液が確保されているの潤に､保､生の明記 と量を記入 した方がよいと言 うことで備

考欄に記入することにした｡

o手術に対するオ 1)エソテーションの項目に.オ 1)エソテーシフンの内容を明記 した｡

o体重測定､身長測定を諾検査の項目VC含めた.

o入浴.全身清拭､部分清拭､洗髪.アルコール洗巽､剃毛､爪切9を-托 して､清拭の項に

した｡

oチ ェック印､チェック月日､ナース印を一括 してナース印とした0

o用頴が半歳大のため､取 b扱いが不便丘ため.温度坂の2分の1大に改善 した｡

※ 5 案

20/皿-占/Ⅲまでの手術点者 14例に2案を使用 した結果､5案として次の桜に改書 し

た｡諸検査につVlて､2案ではまとめてチ ェックする よ うに した が､各検査日が異丘り落

ちやすいし､一目で見にくいと言 う事で各項目毎m:チ ェックすることにした｡

o鴇血用血液確保欄に､保存血か新鮮血であるかの区別 と量を明記するo

o手術に対するオ7)エソテーションの項目にオ 1)エンテーション内容 として.術後の安静探持期

期間 と化粧に対する注意をつけ加えたo

o手術に必要丘物品の中にビニール風呂敷 と下着 (肌着 )を加えた｡

(手術後の失禁によるシーツ交換､更衣を最少隈におさえ､別郎安静のため )

o麻酔に軍してのオ1)エyテーションの中に,;'a食､排便､排尿､注射時間丘どを明記する.

O欠食伝票､変食伝票の提出項目において､提出しても食事の出てこ丘い時や.粥食が常食で

出てきた りする事があるため.いつから欠食VcL､いつからどん丘食事が出てくるのか一目

でわかるようにするo

o清拭に関 しては.入浴､全身清拭.部分清拭､洗宴,剃毛､爪切や丘どひとまとめにLTiL
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たが､チ ェックする日が異るため､みにくVlと言 う事で各境目毎にチ ェックする｡

o当日施行される事項の中に､化粧､義歯､装身具に関する確認項目を加えるo

o手術室-持参するものの確認の中に.新開藩を加えるo

当科においては､毎週金曜日､医師より次週の手術予定表がくるので､その日の-ーブ トが.

チェック1)ス トの上段を記入 し.各塩安板につける0

4.考 察

1月50日より5月6日までに行丘われた手簡患者25例に使用 してみた結果.今回 ｢整形

外科術前チェック1)スH を作成 して 〃良かった,}とい うのが看護婦全員の一致 した意見であ

る｡

具体的には､術前のもれが少丘く丘ったこと､もれがあっても早期に発見することができるよ

うに丘ったこと｡どの看護婦であっても同 じようIJrチ ェックできることO

また､手術患者に対する関心が高まや常に注意を払 うように丘ったこと.患者の手術に対す

る不安が少 hく丘ったことO手術患者に対 して､どこ倭で準備が進んでいるかということが､

どの看護崩でも具体的に把塩することができるように反ったこと丘どがあげられる.

また今後の学生指導に於ても学生IjCわか りやすく.統一 した指導が可能と丘ったOた ､ゞ本

来丘らもっと早 くにこういうものがあるべきであって､今頃こうい う課題に取 b組んでいると

いうのは非常に恥LIJlことであるが.日常の看護業務をスムーズに行丘うための 1改善と丘っ

たと思う｡

このチェック1)ス ト娃 これで完全というので丘く､今後更vc検討を加え､よ.h良いものに した

いと考えています.
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t 案

整 形外 科 号室 匝 者可 恒 .女 才 匪持画

病 名 匝 式

■手術予定日 匝 酔 全 盛 局 伝達硬膜外

葡ク チ ェ ッ ク 項 呂 チェック月日 ナース印 備 考

諸検査が終了 しているo

二∵ 十 二 ∴ l ∵ ∴ 十

体 重 測 定

身 長 測 定

床上排湛訓練

論血用血液が義侠されている

手術に対するオ1)エンテ-ンヨy

手術後に必要丘身のEg]少品の用意

(永のみ 藩かむつ 鳴盆 チリ三歳)

手術時必要丘衣類が用意されているO

入浴 部分浴 全身清拭

洗髪 アルコール洗髪

剃毛 爪 切 り

ギプスベ ット作製

ギプスベット株習

変食伝票 欠食伝票の提出

Ⅹ-Pの依親書提出

麻酔依頼書が提出されている

麻酔医及び受持 ち医のOrdaに上るnjtt;pユ確認

絶 食

洗 場､排 尿

術前の投薬

手術室-持参するものの確琴

〔J≡TJ, 孟孟孟ン言霊 三枚Ⅹ~P〕

入 室 f
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2 案 整 形 外 科 術 前 チ ェ ッ ク リ ス ト

整 形外 科 号尋 患者名I 男 女 才 長 持医l

病 名 Jdl液 塑l 術 式

手術予定日 匝 始暗面 麻 酔 全 .旗 .局 .伝達 .硬膜外

月/日 チ ェ ッ ク 項 目 ナ‥相】 備 考

諸検査丁般検血.化学検査､検尿.血沈 保 .坐 . cc

目前ま 〔EKG､駒 Ⅹ-P､特殊検査 〕体重測定､身長測定

でrこ 床上排湛訓練

i 輸血用血液の確保

れち ギプスベットの作謹呈と諌習

べき 手術に対するオ T)エyテ-シヨン

事項 -(術式､月日､時間､麻酔方法 )手術に必要丘物品(水のみ､歳おむつ､チ l)歳､ T字苛着物､おこし､ネル)

読日 清 拭(入浴､全身清拭､部分清拭､洗髪､剃毛､爪切b変食伝票､欠灸伝票の提出冗-pの依頼書提出麻酔依頼書提出麻酔医及び受け持ち医のオーダーの受理(前投薬 .抗生剤 )麻酔に関してのオ ])エンテ-シヨン
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5 案 整 形 外 科 術 前 チ エ ヮ ク リ ス ト

整形外科 号室 卜患司 男女 才 板 持医l

病 名 匝 紋 型 術式

手術予定日. 桓 始時間 麻酔 全 .贋 .局 .伝麻 .硬膜井

月日 サヰ′ チ ェック項目 月日サイ､ -チ ェック項目

目前までに終了すJ<き 1没検血検査 前日普でかこ終了すべ杏事項 縛 拭し入浴､全身掃拭､部分狩拭 )

化学検査

一般検尿 洗 王墓(アルコール洗蒙 )

血 沈 _剃 毛

且.K.a 爪 切 り

肺 Ⅹ-P 欠食伝票の提出(月日､朝 .昼 .夕よ少)そ の 他 ( ヽ

体重測定 変食伝票の提出( 食 月 日 朝 .昼 .夕エ9身長測定

床上排港訓練 Ⅹ-P依頼書の提出

論血用血液の確保(保 .生 cc) 麻酔依頼書の提出

麻酔医 .受持医のオーダー受理(討T相客 .掠年商tーギプスベットの作製と練習

手術に対するオリエyテ-シヨン 麻酔VC提しての

事 月日 術式 時間 麻酔方法 オ1)エンテ-シコン

!頁l ヽ ヽ ヽ一指後の安静保持の期間 (絶食､排便､排尿

化粧に対する注意 注射時間 )

手術に必要丘物品の準備常 置 萎孟蓋孟 碍 管 備 考

当日施行される事項 絶 食排 俊 (洗陽 )排 尿 (留置カテ-テル )術前投薬手術室-持参するものの確認ヽ′化粧､義歯､装身具に関する確認
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